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間重富の中西恒星名の比較同定調査について 
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概 要 

 

19 世紀初頭、日本の天文学者・間重富(1756～1816)は、フランス人天文学者ラランドの著書『天文学』のオラン

ダ語本(「ラランド天文書」)の翻訳を行ない、その一環として同書の別冊表巻を訳した『星学諸表』(1808 年)を著し

た。今回筆者は、『星学諸表』中に記載された恒星表を調査し、間重富が表に記載した 400 個の恒星の名称が、

西洋名から中国名に改めて記載されていることを確認した。 

江戸期の日本では、中国流の恒星名を使用されていたが、18 世紀末頃から西洋天文学の流入し、西洋での恒

星名との比較同定作業が必要となってきていた。しかし、江戸期におけるまとまった形での研究はこれまで知られ

ていなかった。そこで本報告では、『星学諸表』に見られる恒星名と、原本である「ラランデ暦書」に掲載された名

称とを併記することにより資料として紹介する。 

 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに        

 中国や日本では、古代から中国の星座体系が用いられ

てきた。中国の星座体系は西洋のそれとは異なるため、中

国では 16 世紀に西洋から近代天文学が流入して以降、そ

のデータを利用する際には、恒星の西洋名と中国名を対

比・同定するという作業が生じた。その後、日本でも江戸期

に同様の状況が生じている。 

 恒星名の西洋名と中国名の具体的な同定については、

Schlegel(1875 年)や Chevalier・土橋(1911 年)など数多くの

研究が知られているが、いずれも 19 世紀後半以降の研究

であり、江戸時代の日本におけるまとまった研究の文献は

見られない。 

 今回、近世後期の天文学者、間重富が『星学諸表』(1808

年)中において、恒星の中国名と西洋名を比較検討した結

果を掲載していることを確認した。 

 そこで本稿では、間重富の中西名の比較結果を一覧表

にまとめ、考察を試みることにする。 

 

２２２２．．．．『『『『星学諸表星学諸表星学諸表星学諸表』』』』ととととラランドラランドラランドラランド天文書天文書天文書天文書    

 『星学諸表』の著者である間重富(1756～1816)は、近世

後期の天文学者で、大阪の麻田剛立に入門して天文暦学

を学び、18 世紀末には幕府が行なった寛政の改暦事業に

参加している。その後も、幕府天文方と協力し、御用観測
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を行なった人物である。 

 『星学諸表』は、間重富が江戸の浅草天文台に赴任して

いた 1808(文化５)年に、フランス人天文学者ラランドの著作

『Astronomie』のオランダ語版『Astronomia of Sterrekunde』
(１) (以下、オランダ語版を「ラランド天文書」と呼ぶ)の付録

表巻を日本語に翻訳した稿本であることが知られている。

そこで、原本であるラランド天文書を見ると、376 ページか

ら 427 ページまでが第 155 表の恒星表となっており、ラカイ

ユの『Astronomiae Fundamenta』から引用した (２ )主要な

400 星のデータが掲載されている。第 155 表は大きく３部に

分けられていて、370～392 ページの第１部分には恒星の

等級、1750 年分点の赤経、赤経値の変化量(1750 年、

1780年、1800年のそれぞれ前後10年間の変化量)が挙げ

られている。続く 392～415 ページの第２部分には 1750 年

分点の赤緯、10 年間の赤緯の変化量が挙げられている。

さらに 416～427 ページの第３部分には黄経、黄緯の値が

掲載されている。(3) 

 一方、間重富の『星学諸表』を見てみよう。今回の調査で

用いた、大阪歴史博物館所蔵羽間文庫資料の『星学諸

表』(4) (資料番号羽 102-77)全６冊のうち、第５冊が第 155

表の第一・第二部分に当てられており、第６冊の第１丁ウラ

～第 12 丁ウラが第 155 表の第三部分に当てられている。 

そこに見られる恒星名については、中国名で記されてい

る。一方のラランド天文書は西洋書であるから、恒星名も

西洋流の名称がオランダ語で書かれている。 

 両者を比較すると、恒星のデータの配列や数値は一致し、
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異なるのは恒星の名称だけである。従って、間重富は、

『星学諸表』を執筆する際、オランダ語で書かれた恒星の

西洋名を、当時日本で用いていた中国名に置き換えてい

るのである。 

 筆者の管見に入る限り、当時における、恒星の中国名と

西洋名を対照し、まとめた文献や研究は見当たらないこと

から、間重富は翻訳に際して自ら恒星の比較同定を行な

っていることを示していると考えられる。 

恒星名の中西同定研究については、前述したようにいく

つかの先行研究が知られている。それらは、既に大崎正次

が『中国の星座の歴史』でまとめており、容易に一覧するこ

とが可能となっている(5)。それらを見ると、最も古いものでも、

Schlegel による 1875 年の研究であり、それ以前のものは知

られていない。従って、間重富の調査は、まとまった恒星

数について行なった比較調査としては、現在知ることがで

きる最も古いものであると考えられるのである。 

 

３３３３．．．．渋川景佑渋川景佑渋川景佑渋川景佑『『『『新巧暦書表新巧暦書表新巧暦書表新巧暦書表』』』』    

 江戸末期の幕府天文方たちは、ラランド天文書を主要な

文献として、その翻訳・研究を行なっていた。その一環とし

て、幕府天文方であった渋川景佑(1787～1854 頃)は、ララ

ンド天文書を翻訳して『新巧暦書』および『新巧暦書表』全

20 巻(6)を編集し、1936 年に幕府に上呈している。その中の、

巻十七から巻二十が恒星表に当てられており、ラランド天

文書表巻の第 155 表が訳出されている(ただし表の番号は

変更されている)。恒星名については、本書巻頭の附言を

見ると、以下のように書かれている。 

 

一、恒星表星名。間重富嘗所譯也。而其闕如者亦多

矣。今将補譯之。悉五六等之微星。而儀象考成表多

不載者。因就諳厄利亜製天球[我寛政十年刊造]探索

之。係諸其比隣著星之増星。別不建星名。在表則使

其下一字以不混従来之増星矣。其尤難譯。姑缺之

巳。 

(中略) 

    文化十三年丙子夏五月   渋川景佑誌 

 

これによると、『新巧暦書表』の恒星名は、間重富が翻訳

したものに基づいており、翻訳名が欠けているいくつかの

恒星名については、渋川景佑がイギリス製の天球儀などを

用いて補ったり、新たに増星としたりしているという。 

 また、間重富が同定できなかった星は、ほとんどが５、６

等星というくらいもので、中国の『儀象考成』の恒星表に掲

載されていないものも多いという。渋川景佑のこのような書

き方から見ると、間重富は恒星名の同定において『儀象考

成』を用いた可能性が示唆される。 

 これらから、渋川景佑の『新巧暦書表』の恒星表も、間重

富の研究をベースとしているものの、まとまった星数の恒星

名の中西同定を示した文献としては、現段階ではかなり古

い年代のものと言えよう。 

 そこで本稿では、間重富の『星学諸表』に見られる恒星

名と、原本であるラランド天文書に掲載された名称とを併

記することにより資料として紹介する。併せて、同じラランド

天文書の恒星表を翻訳した『新巧暦書表』の恒星表の名

称も、参考として紹介し、後考の用としたい。 

 

４４４４．．．．ラランドラランドラランドラランド天文書天文書天文書天文書とととと『『『『星学諸表星学諸表星学諸表星学諸表』』』』のののの恒星名対照恒星名対照恒星名対照恒星名対照    

 本稿の目的は、間重富がラランド天文書に掲載された恒

星を、中国名のどの恒星に対応させたかを一覧することで

ある。そこで巻末に、ラランド天文書に掲載された恒星名と

黄経・黄緯のデータ、および間重富が同定した恒星名をま

とめた一覧表を作成した。 

以下に、表の各データについて説明する。 

 

①第一列は、ラランド天文書に掲載された恒星名である。

本書では黄道中 12 星座の名称についてはそれぞれ略

記号が用いられているが、本表では学名の略符号に置

き換えた。 

また、調査に使用した国立天文台本は、恒星のバイ

エル名であるギリシア文字の一部が摩滅して判別が難し

いものがあった。それらの部分については、原本である

フランス語版『Astronomie』第二版(大阪市立科学館所

蔵本)にある名称を参考にして補った。 

②第二列は、第一列で見た恒星名を、現在の名称に置き

換えて示した。アルゴ座やアントニウス座といった現在は

用いられていない星座の恒星については、現段階では

対応させることができなかったので、空欄とした。 

③第三列から第五列は、ラランド天文書に掲載された各恒

星の黄経・黄緯・等級をまとめた。なお、黄緯の南北表

記は原本に従って表記し、N がプラス、Z がマイナスであ

る。等級については、複数の恒星で２つの数値が併記さ

れているものがあるが、これは原本の記述に従ってその

まま掲載している。変光星の等級も原本どおり verand と

表記した。 

④第六列は、間重富が『星学諸表』で記した恒星名を掲載

した。一部の恒星については空欄になっているが、これ

は原本の空欄をそのまま掲載したものである。 

⑤第七列は、渋川景佑の『新巧暦書表』に見られる恒星名

のうち、『星学諸表』に掲載された名称とは異なるものだ

けを取り上げて掲載し、一致しているものは省略した。 

 

４４４４．．．．最後最後最後最後にににに    

 『星学諸表』、『新巧暦書表』に見られる恒星名の中西対

照一覧表は、筆者の管見に入る限り、現存する対照文献と

しては最も古い部類に属するものであり、近世日本におけ

る貴重な研究成果であると考える。 
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 では、間と渋川による同定結果が、他の研究者による対

照結果とどのような同異があるか、また間と渋川の調査が

どの程度の確実性を持っているのかなど、今後調査すべき

問題点がある。これらについては後日報告を行なうこととす

る。 

 

註註註註    

（１）本調査においては、ラランド天文書（Astronomia of 

Sterrekunde）は国立天文台所蔵本を用いた。 

（２）ラランド天文書（Astronomia of Sterrekunde）、第５冊表

巻第 541 ページ。 

（ ３ ） ラ ラ ン ド 天 文 書 の 原 本 に 当 た る フ ラ ン ス 語 版

『Astronomie』第二版(全４冊。大阪市立科学館所蔵本)

を見ると、第１冊の巻末に天文表がまとめて掲載されて

おり、その第 202 ページから第 221 ページが第 155 表と

なっている。表の体裁はオランダ語本とは異なり、見開き

２ページを１単位として左から、星名、等級、赤経、赤経

の変化量、赤緯、赤緯の変化量、黄経、黄緯を掲載して

いる。つまり、オランダ語本は、原本の表の構成を３分割

して掲載していることがわかる。 

(４)『星学諸表』全６冊のうち、第１～４冊までは間重富の筆

跡であるが、第５、６冊はこれとは異なる筆跡である。 

ちなみに、国立天文台には、『ラランデ天文書表訳書

(仮題)』(国立天文台貴重書目録 No.493)と名づけられた

資料が所蔵されているが、今回調査を行ない、その内容

が『星学諸表』と同じものであることを確認した。ただし間

重富による筆跡は見られないので、原本からの写本と思

われる。 

(５)大崎正次『中国の星座の歴史』、1987 年、雄山閣、の

294～341 ページに、「中国の星座・星名の同定一覧表」

という小論が掲載されている。そこでは先行研究に基づ

いて、恒星の中西名の対照一覧表をまとめている。大崎

氏は、同定についての参照文献として 20 余件をリストア

ップしている 

(６)『新巧暦書表』20 巻。国立天文台所蔵本(国立天文台

貴重書目録 No.216)。 

 

 

 




























